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懇談会等行政運営上の会合（警察庁関係）
平成23年10月１日現在

会合名 委員名 最近の開催実績 公開状況
警察庁政策評価研 前田 雅英、櫻井 敬子、妹尾堅一郎、田邊 國昭、 平成20年11月５日 □傍聴許可、■議事録公開
究会 西川 元啓 平成21年６月12日 （ただし、第21回以前は議

平成22年２月５日 事要旨のみ）、
平成22年６月11日 □議事要旨のみ公開、
平成23年２月15日 □その他（ ）
平成23年６月22日

国民生活の安全を 成田 頼明、有馬真喜子、磯部 力、伊藤 滋、 平成21年11月13日 □傍聴許可、□議事録公開、
守るための施策を 倉沢 進、五代利矢子、篠崎 芳明、白木 東洋、 平成22年11月24日 ■議事要旨のみ公開、
研究する会 竹内 宏、田中 節夫、中村 芳夫、野口 京子、 □その他（ ）

前田 雅英、上田 博和

総合セキュリティ 前田 雅英、片山 建、桑子 博行、齋藤 雅弘、 平成20年10月29日 □傍聴許可、□議事録公開、
対策会議 塩崎 哲夫、関 聡司、関口 和一、徳田 敏文、 平成20年12月８日 ■議事要旨のみ公開、

中野目善則、西本 逸郎、平原 伸昭、藤原 靜雄、 平成21年１月14日 □その他（ ）
別所 直哉、保木口和子、松浦 幹太、松浦 長洋、 平成21年３月４日
松浦眞紀子、宮下 正彦、矢橋 康雄、山田 浩史、 平成21年９月11日
與口 真三、吉川 誠司、若松 修 平成21年11月18日

平成22年１月25日
平成22年３月23日
平成22年10月４日
平成22年12月21日
平成23年６月27日
平成23年７月22日
平成23年９月８日

ＤＮＡ型データベ 前田 雅英、大久保恵美子、大澤 孝征、 □傍聴許可、□議事録公開、
ースに関する有識 岸 紘一郎、成田 頼明、米本 昌平 ■議事要旨のみ公開、
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者会議 □その他（ ）

警察捜査における 平良木 登規男、岡村 勲、川出 敏裕、 □傍聴許可、□議事録公開
取調べの適正化に 河上 和雄、残間里江子、髙井 康之、前田 雅英 ■議事要旨のみ公開
関する有識者懇談 □その他（ ）
会
捜査手法、取調べ 前田 雅英、大沢 真理、岡田 薫、久保 正行、 平成22年２月５日 □傍聴許可、□議事録公開
の高度化を図るた 小坂井 久、髙井 康行、竹之内 明、仲 真紀子、 平成22年３月12日 ■議事要旨のみ公開
めの研究会 番 敦子、本田 守弘、徳永 文一、山室 惠 平成22年４月２日 □その他（ ）

平成22年５月11日
平成22年６月11日
平成22年７月23日
平成22年９月10日
平成22年10月８日
平成22年11月５日
平成22年12月10日
平成23年１月21日
平成23年２月23日
平成23年３月11日
平成23年４月14日
平成23年５月25日
平成23年６月21日
平成23年７月27日
平成23年９月６日

安全運転支援シス 川嶋 弘尚、山下 友信、古川 修、稲垣 敏之、 平成21年６月３日 □傍聴許可、□議事録公開、
テム（DSSS）有識 上條 俊介、半場 信宏、大田 利文、大谷 晋、 平成21年７月15日 ■議事要旨のみ公開、
者懇談会 金光 寛幸、豊増 俊一、横山 利夫、松岡 孟 □その他（ ）
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〔警察庁政策評価研究会〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁長官官房総務課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内２１８２）
決裁権者 警察庁長官官房長 第１回会合日 平成13年10月19日 最終会合日 平成23年６月22日
目的 国家公安委員会及び警察庁において政策評価を実施するに当たり、その客観性の確保を図るため、政策評価や警察行政
に造詣の深い有識者から専門的な知見を聴取することを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>
◎前田 雅英 首都大学東京法科大学院教授 警察庁長官官房長
櫻井 敬子 学習院大学教授 警察庁長官官房総括審議官
妹尾 堅一郎 東京大学特任教授 警察庁長官官房政策評価審議官
田邊 國昭 東京大学大学院教授 警察庁長官官房技術審議官
西川 元啓 新日本製鐵株式会社顧問 警察庁長官官房審議官（生活安全局担当）

警察庁長官官房審議官（刑事局担当）
警察庁長官官房審議官（交通局担当）
警察庁長官官房審議官（警備局担当）
警察庁長官官房総務課長
警察庁長官官房総務課情報公開・個人情報保
護室長

備考：◎印は、研究会の長を示す。
報告書等

最近の開催状況
区分 年月日 議題
警察庁政策評価研究会（第17回） 平20.11. 5 国家公安委員会及び警察庁における政策評価に関する基本計画（案）

平成21年度政策評価の実施に関する計画（案)
平成21年度実績評価計画書（案）
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総合評価書 警察による国際協力の推進（案）
警察庁政策評価研究会（第18回） 平21. 6.12 平成20年実績評価書（案）
警察庁政策評価研究会（第19回） 平22. 2. 5 国家公安委員会及び警察庁における政策評価に関する基本計画（案）

平成22年度政策評価の実施に関する計画（案）
平成22年度実績評価計画書（案）
総合評価書 Ｇ８司法・内務大臣会議等における国際的な枠組みを
活用した治安対策の推進（案）

警察庁政策評価研究会（第20回） 平22. 6.11 国家公安委員会及び警察庁における政策評価に関する基本計画（案）
平成21年度実績評価書（案）
総合評価書 警察改革の推進（案）

警察庁政策評価研究会（第21回） 平23. 2.15 平成23年度政策評価の実施に関する計画（案）
平成23年度実績評価計画書（案）
規制影響分析書（「規制の事前評価」の事後検証）（案）

警察庁政策評価研究会（第22回） 平23. 6.22 平成22年度実績評価書（案）
目標管理型の政策評価の改善方策に係る試行的取組の実施
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〔国民生活の安全を守るための施策を研究する会〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁生活安全局生活安全企画課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内３０３９）
決裁権者 警察庁生活安全局長 第１回会合日 平成５年６月11日 最終会合日 平成22年11月24日
目的 近年、都市化・国際化の進展等社会情勢の変化に伴い、国民生活の安全を侵害する警察事象も複雑多様化しており、広
く国民の要望、意見を踏まえて各種施策を推進する必要性が高まっている。このため、各界有識者及び部内委員からなる「国民
生活の安全を守るための施策を研究する会」を組織し、国民生活の安全に関する問題とそれへの対応策について広く検討を行う
ことを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>
◎成田 頼明 日本エネルギー法研究所理事長 警察庁生活安全局長
有馬 真喜子 国民生活センター特別顧問 警察庁長官官房審議官（生活安全局担当）
上田 博和 社団法人日本青年会議所専務理事 警察庁生活安全局生活安全総合研究官
磯部 力 立教大学教授 警察庁生活安全局生活安全企画課長
伊藤 滋 早稲田大学教授 警察庁生活安全局地域課長
倉沢 進 首都大学東京名誉教授 警察庁生活安全局少年課長
五代 利矢子 評論家 警察庁生活安全局保安課長
篠崎 芳明 弁護士 警察庁生活安全局情報技術犯罪対策課長
白木 東洋 ジャーナリスト 警察庁生活安全局生活経済対策管理官
竹内 宏 竹内経済工房主宰 警察大学校生活安全教養部長
田中 節夫 社団法人日本自動車連盟会長 警察大学校地域教養部長
中村 芳夫 社団法人日本経済団体連合会事務総長 警察大学校警察政策研究センター所長
野口 京子 文化女子大学教授
前田 雅英 首都大学東京法科大学院教授

備考：◎印は、研究会の長を示す。
報告書等
犯罪情勢分析手法の高度化に向けた調査研究報告書 （平23．３．４）

最近の開催状況
区分 年月日 議題
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国民生活の安全を守るための施策を研究する 平21.11.13 子どもや女性を性犯罪等の被害から守るための施策について
会（第17回） 児童ポルノの現状と警察の取組みについて

改正銃刀法の施行状況等について
生活経済事犯対策について

国民生活の安全を守るための施策を研究する 平22.11.24 犯罪の起きにくい社会づくりの推進について
会（第18回） 少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動について

子ども対象・暴力的性犯罪の出所者による再犯防止に向けた対策に
ついて
サイバー空間における犯罪対策の推進について
風俗営業法等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行令の改正
について

（サブグループ）
平成20年度犯罪情勢分析手法の高度化のため 平20.12.19 研究のねらい等について
の研究会（第１回）
平成20年度犯罪情勢分析手法の高度化のため 平21. 1.23 時系列回帰分析モデル等について
の研究会（第２回）
平成20年度犯罪情勢分析手法の高度化のため 平21. 3. 2 報告書案について
の研究会（第３回）
平成20年度犯罪情勢分析手法の高度化のため 平21. 3.27 平成21年度犯罪情勢分析手法の高度化のための研究会等について
の研究会（第４回）
平成21年度犯罪情勢分析手法の高度化のため 平21.10.30 平成21年度調査研究の方向性と進め方等について討議
の研究会（第１回）
平成21年度犯罪情勢分析手法の高度化のため 平22. 1.15 47都道府県データを使用したパネル分析結果の説明及び討議
の研究会（第２回）
平成21年度犯罪情勢分析手法の高度化のため 平22. 2.19 平成21年度研究会の成果等及び今後の方向性について討議
の研究会（第３回）
平成22年度犯罪情勢分析手法の高度化のため 平22.10.15 平成22年度調査研究の概要等について
の研究会（第１回） 調査研究の方法について
平成22年度犯罪情勢分析手法の高度化のため 平23. 1.28 アンケート調査の実施に係る中間報告等について
の研究会（第２回）
平成22年度犯罪情勢分析手法の高度化のため 平23. 3. 4 分析結果及び報告書のとりまとめについて
の研究会（第３回）
風俗行政研究会（第１回） 平21. 3.18 問題の所在等に関する説明及び意見交換
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出会い系喫茶及び類似ラブホテル関係機関・団体ヒアリング
風俗行政研究会（第２回） 平21. 4.14 類似ラブホテル関係機関・団体ヒアリング

出会い系喫茶に関する論点について意見交換
風営法上のラブホテル等の要件に関する論点について意見交換

風俗行政研究会（第３回） 平21. 5.22 類似ラブホテル関係団体ヒアリング
出会い系喫茶に対する規制の在り方について討議
風営法上のラブホテル等の要件の見直し等について討議

風俗行政研究会（第４回） 平21. 6.23 「出会い系喫茶及び類似ラブホテルに対する規制の在り方に関する
提言（案）」について討議

風俗行政研究会（第５回） 平21. 7. 9 「出会い系喫茶及び類似ラブホテルに対する規制の在り方に関する
提言（案）」について討議
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〔総合セキュリティ対策会議〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁生活安全局情報技術犯罪対策課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内３４２４）
決裁権者 警察庁生活安全局長 第１回会合日 平成13年12月21日 最終会合日 平成23年９月８日
目的 情報セキュリティに関する産業界等と政府の連携の在り方等について検討を行うことを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>
◎前田 雅英 首都大学東京法科大学院教授 警察庁生活安全局長
片山 建 日本マイクロソフト株式会社法務・政策企画 警察庁長官官房審議官（生活安全局担当）

統括本部政策企画本部次長 警察庁生活安全局情報技術犯罪対策課長
桑子 博行 社団法人テレコムサービス協会サービス倫理 警察庁情報技術犯罪対策課捜査指導室長

委員会委員長 警察庁情報技術犯罪対策課理事官
齋藤 雅弘 弁護士
塩崎 哲夫 富士通株式会社クラウドＣＥＲＴ室長
関 聡司 楽天株式会社執行役員広報渉外室室長
関口 和一 日本経済新聞社論説委員兼編集員
徳田 敏文 日本アイ･ビー･エム株式会社経営品質・情報

セキュリティ担当部長
中野目善則 中央大学法科大学院教授
西本 逸郎 株式会社ラック取締役最高技術責任者
平原 伸昭 トレンドマイクロ株式会社セキュリティエキ

スパート本部セキュリティエンハンスメント
サポートグループ部長大幸

藤原 静雄 筑波大学大学院教授
別所 直哉 ヤフー株式会社最高コンプライアンス責任者

（ＣＣＯ）・法務本部長兼政策企画室長
保木口知子 独立行政法人国民生活センター相談情報部相

談支援課長
松浦 幹太 東京大学生産技術研究所准教授
松浦 長洋 株式会社バッファローブロードバンドソリュ

ーションズ事業部担当次長
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松浦眞紀子 神奈川県少年補導員連絡協議会会長
宮下 正彦 弁護士
矢橋 康雄 株式会社電機通信事業者協会業務部長
山田 浩史 社団法人日本ＰＴＡ全国協議会副会長
與口 真三 日本クレジット協会業務企画部部長
吉川 誠司 ＷＥＢ１１０主宰
若松 修 日本複合カフェ協会顧問

備考：◎印は、委員長を示す。
報告書等
インターネット上での児童ポルノの流通に関する問題とその対策について （平21．３．４）
インターネット・オークションにおける盗品の流通防止対策について （平22．３．23）
安全・安心で責任あるサイバー市民社会の実現に向けた対策について （平23. ４. 22）

最近の開催状況
区分 年月日 議題
平成20年度第３回総合セキュリティ対策会議 平20.10.29 インターネット上での児童ポルノの流通に関する問題とその対策に

ついて
平成20年度第４回総合セキュリティ対策会議 平20.12. 8 インターネット上での児童ポルノの流通に関する問題とその対策に

ついて
平成20年度第５回総合セキュリティ対策会議 平21. 1.14 インターネット上での児童ポルノの流通に関する問題とその対策に

ついて
平成20年度第６回総合セキュリティ対策会議 平21. 3. 4 インターネット上での児童ポルノの流通に関する問題とその対策に

ついて
平成21年度第１回総合セキュリティ対策会議 平21. 9.11 インターネット・オークションにおける盗品の流通防止対策につい

て
平成21年度第２回総合セキュリティ対策会議 平21.11.18 インターネット・オークションにおける盗品の流通防止対策につい

て
平成21年度第３回総合セキュリティ対策会議 平22. 1.25 インターネット・オークションにおける盗品の流通防止対策につい

て
平成21年度第４回総合セキュリティ対策会議 平22. 3.23 インターネット・オークションにおける盗品の流通防止対策につい

て
平成22年度第１回総合セキュリティ対策会議 平22.10. 4 安全・安心で責任あるサイバー市民社会の実現に向けた対策につい
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て
平成22年度第２回総合セキュリティ対策会議 平22.12.21 安全・安心で責任あるサイバー市民社会の実現に向けた対策につい

て
平成22年度第３回総合セキュリティ対策会議 持ち回り 安全・安心で責任あるサイバー市民社会の実現に向けた対策につい

開催 て
平成23年度第１回総合セキュリティ対策会議 平23. 6.27 サイバー犯罪捜査における事後追跡可能性の確保について
平成23年度第２回総合セキュリティ対策会議 平23. 7.22 サイバー犯罪捜査における事後追跡可能性の確保について
平成23年度第３回総合セキュリティ対策会議 平23. 9. 8 サイバー犯罪捜査における事後追跡可能性の確保について
（分科会）
第１回不正アクセス対策分科会 平22.10.19 今後の不正アクセス対策について
第２回不正アクセス対策分科会 平22.12.15 今後の不正アクセス対策について
第３回不正アクセス対策分科会 平23. 2.25 今後の不正アクセス対策について
第１回違法・有害情報対策分科会 平22.10.20 今後のインターネット上の違法・有害情報対策について
第２回違法・有害情報対策分科会 平22.12. 6 今後のインターネット上の違法・有害情報対策について
第３回違法・有害情報対策分科会 平23. 2.23 今後のインターネット上の違法・有害情報対策について
第１回サイバーボランティア育成分科会 平22.10. 7 サイバー防犯ボランティアの育成について
第２回サイバーボランティア育成分科会 平22.11.29 サイバー防犯ボランティアの育成について
第３回サイバーボランティア育成分科会 平23. 2.16 サイバー防犯ボランティアの育成について
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〔ＤＮＡ型データベースに関する有識者会議〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁刑事局刑事企画課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内４０２４）
決裁権者 警察庁刑事局長 第１回会合日 平成17年６月１日 最終会合日 平成18年12月６日
目的 ＤＮＡ型データベースの構築に向けた検討を進めているところであるが、より犯罪捜査に有効なデータベースとするた
めの方策、そのために必要な制度の在り方等について、様々な観点から幅広く意見を求めることを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>
◎前田 雅英 首都大学東京教授 警察庁刑事局長
大久保恵美子 社団法人被害者支援都民センター事務局長 警察庁刑事局刑事企画課長
大澤 孝征 弁護士（犯罪被害者保護委員会委員長） 警察庁刑事局刑事企画課刑事指導室長
岸 紘一郎 群馬大学名誉教授 警察庁刑事局犯罪鑑識官
成田 頼明 横浜国立大学名誉教授 警察庁刑事局資料鑑識官
米本 昌平 東京大学先端科学技術研究センター特任教授

備考：◎印は、研究会の長を示す。
報告書等

最近の開催状況
区分 年月日 議題
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〔警察捜査における取調べの適正化に関する有識者懇談会〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁刑事局刑事企画課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内４０６７）
決裁権者 警察庁刑事局長 第１回会合日 平成19年12月12日 最終会合日 平成20年４月23日
目的 平成19年11月１日、国家公安委員会において「警察捜査における取調べの適正化について」が決定され、警察庁は、捜査
における取調べの一層の適正化について対策を講ずるよう指示を受けたところであり、今後、指針の策定及びこれを受けた施策
の実施に当たり、部外の有識者から幅広い意見を聴取することにより、これらの検討に資することを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>
◎平良木登規男 慶応義塾大学名誉教授 警察庁刑事局長
岡村 勲 弁護士、全国犯罪被害者の会代表幹事 警察庁刑事局刑事企画課長
川出 敏裕 東京大学大学院教授 警察庁刑事企画課刑事指導室長
河上 和雄 弁護士、学校法人駿河台大学名誉教授
残間 里江子 プロデューサー
髙井 康行 弁護士
前田 雅英 首都大学東京教授

備考：◎印は、懇談会の座長を示す。
報告書等

最近の開催状況
区分 年月日 議題
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〔捜査手法、取調べの高度化を図るための研究会〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁刑事局刑事企画課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内４０２８）
決裁権者 国家公安委員会委員長 第１回会合日 平成22年２月５日 最終会合日 平成23年９月６日
目的 捜査においては、取調べに過度に頼ることなく、他の捜査手法によって得られる客観的証拠をより重視していく必要があ
り、これらの捜査手法、取調べ等の諸課題について、抜本的な調査・研究を行うことを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>
◎前田 雅英 首都大学東京教授 警察庁刑事局長
大沢 真理 東京大学教授 警察庁長官官房審議官（刑事局担当）
岡田 薫 整理回収機構専務取締役 警察庁刑事局刑事企画課長
久保 正行 日本航空インターナショナル部長代理 警察庁刑事局刑事企画課刑事指導室長
小坂井 久 弁護士
髙井 康行 弁護士
竹之内 明 弁護士
仲 真紀子 北海道大学教授
番 敦子 弁護士
本田 守弘 公証人
徳永 文一 ジャーナリスト
山室 惠 弁護士

備考：◎印は、研究会の長を示す。
報告書等
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究会における検討に関する中間報告 （平23.4）

最近の開催状況
区分 年月日 議題
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平22. 2. 5 中井国家公安委員会委員長あいさつ
会第１回会議 座長の選任について
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議事の公開の在り方について
研究会における検討事項について

捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平22. 3.12 研究会における検討事項について
会第２回会議 我が国における取調べに関する諸状況及び諸外国における捜査構造

の概観について
次回の検討内容について

捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平22. 4. 2 委員の発表等
会第３回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平22. 5.11 委員の発表等
会第４回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平22. 6.11 委員の発表等に対する質疑及び検討等
会第５回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平22. 7.23 ヒアリング等
会第６回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平22. 9.10 ヒアリング等
会第７回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平22.10. 8 ヒアリング、講演等
会第８回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平22.11. 5 ヒアリング、海外調査結果の発表等
会第９回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平22.12.10 海外調査結果の発表等
会第10回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平23. 1.21 ヒアリング、海外調査結果の発表等
会第11回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平23. 2.23 講演、中間報告案の検討等
会第12回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平23. 3.11 中間報告案の検討等
会第13回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平23. 4.14 取調べの機能・役割、可視化の目的等に関する検討等
会第14回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平23. 5.25 取調べにおける録音・録画の対象・範囲、可視化の目的等に関する
会第15回会議 検討等
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平23. 6.21 ＤＮＡ型データベースの拡充に関する検討等
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会第16回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平23. 7.27 通信傍受制度の見直しに関する検討等
会第17回会議
捜査手法、取調べの高度化を図るための研究 平23. 9. 6 司法取引、刑事免責その他の取調べの機能を補強するための方策に
会第18回会議 関する検討等
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〔安全運転支援システム（DSSS）有識者懇談会〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁交通局交通企画課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内５２２１）
決裁権者 警察庁交通局長 第１回会合日 平成21年６月３日 最終会合日 平成21年７月15日
目的 安全運転支援システム（ＤＳＳＳ）の全国整備を進めるに当たり、標準仕様及びシステム定義について部外有識者から専

門的知見に基づく意見をいただき、同システムの仕様書等に反映させることを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>
◎川嶋 弘尚 慶応義塾大学教授 警察庁交通局長
山下 友信 東京大学大学院教授 警察庁長官官房審議官（交通局担当）
古川 修 芝浦工業大学教授 警察庁交通局交通企画課長
稲垣 敏之 筑波大学大学院教授 警察庁長官官房参事官（高度道路交通政策担
上條 俊介 東京大学生産技術研究所准教授 当）
半場 信宏 社団法人新交通管理システム協会ＤＳＳＳ分 警察庁交通局交通規制課長

科会長 警察庁交通局交通管制技術室長
大田 利文 社団法人新交通管理システム協会ＤＳＳＳシ 警察庁交通局交通安全企画官

ステム作業部会長
大谷 晋 社団法人日本損害保険協会
金光 寛幸 トヨタ自動車株式会社制御システム先行開発

部第３制御システム先行開発室長
豊増 俊一 日産自動車株式会社執行役員
横山 利夫 株式会社本田技術研究所上席研究員
松岡 孟 マツダ株式会社技術研究所長

備考：◎印は、研究会の長を示す。
報告書等

最近の開催状況
区分 年月日 議題
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安全運転支援システム（ＤＳＳＳ）有識者懇 平21. 6. 3 システム定義書概要について
談会（第１回）
安全運転支援システム（ＤＳＳＳ）有識者懇 平21. 7.15 安全運転支援システム（DSSSレベルⅡ）システム定義書（案）につ
談会（第２回） いて

安全運転支援システム（DSSSレベルⅡ）アウトライン（案）につい
て


